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【 浅 間 (せんげん)堰 】

用 水 位 置 図

河床低下のため昭和５～６年に以前の自然流入から簡単な砂利俵を１部並べる堰を設け
た。その後河床低下の進行と昭和４０、４１年の洪水により堰体が流失、沈下し取水に支障
を来したため、昭和４０年に水害復旧工事で木工沈床から１部角落としへ、昭和４１年の水
害復旧工事により増強・復旧を行った。その後、昭和４６年に入間川改修の付帯工事として
旧浅間樋管(昭和１２～１３年築造)を下流へ１０ｍ下げて新浅間樋管を新設した。最近で
は、災害復旧事業（平成１０年度）により１部補修し現在に至る。

管　理　者 受益地域名細（なぐわし）第一土地改良区 川越市
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堤　外 堤　内

川越市大字鯨井地先 川越市大字鯨井地先

川越市大字鯨井地先 川越市大字鯨井地先

用 水 施 設 写 真

上流左岸より 上流左岸より

下流左岸より 下流左岸より

川越市大字鯨井地先 川越市大字鯨井地先

－P. １９２－


